
今回の支援地域

インドネシア

日
本
の
技
術
、世
界
を
変
え
る

小水力発電用の水車の建設風景。水車は現場の水路状況にあわせて３種類から選定。ほとんどを手作業で行ったが、
地元組織「スバック」の協力もあり、滞りなく建設することができた。

完成した小水力発電装置。事業では４カ所に設置した。発電量はそれぞれで異なり、0.15～５
キロワットを見込んでいる。日中に発電してバッテリーに蓄電し、夜間、街灯へ電力を供給する。

Ｏ
Ｄ
Ａ
を
活
用
し
た
中
小
企
業
海
外
展
開
支
援

バ
リ
島
の
田
園
風
景
を
守
り
な
が
ら

「
安
全
な
夜
」を
提
供
す
る
小
水
力
発
電
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「
環
境
に
や
さ
し
い
新
規
分
野
へ
の
挑
戦
」を
目
指
す
水
機
工
業
株
式
会
社（
富
山
市
）は
、

こ
れ
ま
で
に
培
っ
た
小
水
力
発
電
に
関
す
る
ノ
ウ
ハ
ウ
を
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
バ
リ
島
で
役
立
て
る
べ
く
、

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
中
小
企
業
海
外
展
開
支
援
事
業
で「
用
水
路
対
応
型
小
水
力
発
電
シ
ス
テ
ム
に
よ
る

農
村
地
域
の
電
力
不
足
解
消
に
向
け
た
普
及
・
実
証
事
業
」に
取
り
組
ん
で
い
る
。

観
光
地
と
し
て
お
な
じ
み
の
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
・
バ
リ
島
も
、
農
村
部
は
開
発
が
遅
れ
て
い

て
、
送
電
線
が
十
分
に
整
備
さ
れ
て
い
ま
せ

ん
。こ
の
た
め
ほ
と
ん
ど
の
場
所
で
、
夜
は
真
っ

暗
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
こ
で
弊
社
の
小

水
力
発
電
を
設
置
す
る
こ
と
に
よ
り
、
街
灯
へ

の
電
力
供
給
シ
ス
テ
ム
を
確
立
し
よ
う
と
い
う

の
が
、
今
回
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
中
小
企
業
海
外
展
開

支
援
事
業
で
取
り
組
ん
で
い
る
テ
ー
マ
で
す
。

現
地
の
人
た
ち
は
街
灯
が
な
い
こ
と
で
多

く
の
苦
労
を
強
い
ら
れ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、

バ
リ
島
は
稲
作
を
中
心
と
す
る
農
業
の
島
な

の
で
す
が
、
街
灯
が
な
い
た
め
午
後
は
早
め
に

作
業
を
終
え
、
日
没
前
に
帰
宅
し
な
く
て
は

な
り
ま
せ
ん
。
実
際
、
足
も
と
が
暗
い
こ
と
に

海
外
な
ら
で
は
の

ご
苦
労
は
あ
り
ま
し
た
か
？

バ
リ
島
で
は
小
水
力
発
電
の
導
入
が

待
た
れ
て
い
た
の
で
す
か
？

事
業
の
発
端
は
富
山
市
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
だ
そ
う
で
す
ね
？

バ
リ
州
の
タ
バ
ナ
ン
県
で
、
富
山
市
が「
小
水

力
発
電
を
活
用
し
た
電
力
供
給
と
農
村
活
性

化
事
業
」に
関
す
る
Ｐ
Ｒ
活
動
を
行
い
ま
し

た
。
現
地
で
は
先
述
し
た
よ
う
な
悩
み
を
抱

え
て
い
た
た
め
、
す
ぐ
さ
ま
県
知
事
や
地
元

住
民
か
ら「
バ
リ
島
で
も
導
入
し
て
ほ
し
い
」

と
、
強
い
要
請
を
受
け
た
そ
う
で
す
。

弊
社
は
富
山
市
の
環
境
未
来
都
市
プ
ロ
ジェ

ク
ト
に
メ
ン
バ
ー
と
し
て
参
画
し
て
い
る
の
で
、

こ
の
お
話
を
聞
き
、「
う
ち
の
技
術
が
海
外
で

役
立
て
ら
れ
る
の
な
ら
」と
、
事
業
化
に
つい
て

検
討
を
開
始
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、２
０
１
５

年
４
月
に
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
中
小
企
業
海
外
展
開

支
援
事
業「
案
件
化
調
査
」に
応
募
。６
月
に

採
択
さ
れ
、
以
後
お
よ
そ
１
年
間
で
６
回
の

調
査
渡
航
を
行
い
、
小
水
力
発
電
の
導
入
の

可
能
性
な
ど
を
探
り
ま
し
た
。
そ
の
結
果
を

踏
ま
え
、２
０
１
６
年
10
月
に
は「
普
及
・
実

証
事
業
」に
再
度
申
請
。
こ
ち
ら
は
翌
年
１
月

に
採
択
さ
れ
、
早
速
４
月
か
ら
工
事
に
着
手
。

11
月
上
旬
に
す
べ
て
の
工
事
を
終
え
、
11
月

末
に
稼
働
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

よって
、
道
路
か
ら
転
落
す
る
事
故
も
起
き
て

い
る
そ
う
で
す
。

ま
た
、
現
地
で
は
観
光
客
か
ら
入
村
料
を

徴
収
し
て
い
ま
す
が
、
夜
は
暗
い
た
め
観
光
に

は
適
さ
ず
、
飲
食
店
な
ど
の
営
業
時
間
は
限

ら
れ
て
い
ま
す
。
夜
間
も
観
光
客
に
開
か
れ

れ
ば
新
た
な
雇
用
が
生
ま
れ
、
若
者
の
流
出

を
抑
え
ら
れ
る
と
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

富
山
市
は
２
０
１
１
年
に
日
本
国
政
府
に

よ
り「
環
境
未
来
都
市
」に
選
定
さ
れ
て
以

来
、
環
境
に
か
か
わ
る
さ
ま
ざ
ま
な
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
そ
の一つ
に
小
水

力
発
電
事
業
が
あ
り
、２
０
１
４
年
１
月
に
は

「
海
外
だ
か
ら
」と
い
う
よ
り
、「
バ
リ
島
な

ら
で
は
」と
い
う
制
約
を
感
じ
ま
し
た
。
そ
の一

つ
が「
景
観
保
護
」で
す
。バ
リ
島
の
棚
田
は
１

０
０
０
年
以
上
の
歴
史
を
も
ち
、ユ
ネ
ス
コ
の

世
界
遺
産
に
も
登
録
さ
れ
て
い
て
、
厳
重
に
管

理
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。

そ
こ
で
、ユ
ネ
ス
コ
や
国
、
州
、
県
の
各
行

政
機
関
と
協
議
し
、
弊
社
の
水
車
は
既
存
の

水
路
を
大
き
く
改
変
す
る
こ
と
な
く
設
置
で

き
る
こ
と
、
そ
の
た
め
棚
田
の
景
観
を
損
な
う

リ
ス
ク
が
少
な
い
こ
と
な
ど
を
ご
理
解
い
た
だ

き
ま
し
た
。こ
の
よ
う
な
協
議
で
は
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ

に
ア
ポ
イ
ン
ト
を
取
って
い
た
だ
い
た
り
、
打
ち

合
わ
せ
に
同
席
い
た
だ
い
た
り
し
た
こ
と
で
、

よ
り
ス
ム
ー
ズ
に
事
業
を
進
め
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

ま
た
、
設
置
場
所
が
へ
き
地
で
あ
る
た
め
重

機
を
使
え
な
い
と
い
う
制
約
も
あ
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
今
回
、
人
力
で
運
べ
る
サ
イ
ズ
に
分
解

で
き
る
水
車
を
開
発
し
ま
し
た
。
実
際
に
着

工
す
る
と
、
や
は
り
難
工
事
に
な
り
ま
し
た

が
、
何
と
か
当
初
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
沿
っ
て
設

置
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

対
照
的
に
、バ
リ
島
の
利
点
と
感
じ
た
の

が「
ス
バ
ッ
ク
」で
す
。
こ
れ
は
地
域
住
民
に

よ
っ
て
構
成
さ
れ
た
伝
統
的
な
用
水
管
理
組

織
で
、
日
常
的
に
棚
田
の
管
理
や
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
を
行
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
小
水
力
発
電
の

導
入
や
維
持
管
理
に
も
大
き
な
関
心
を
寄

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
弊
社
で
は
２
０
１
９

年
７
月
ま
で
の
事
業
期
間
内
に
水
車
の
維
持

管
理
マ
ニュ
ア
ル
を
作
成
し
、
事
業
終
了
後
は

小
水
力
に
ま
つ
わ
る
一
切
を
ス
バ
ッ
ク
に
任
せ

ら
れ
る
よ
う
、
筋
道
を
つ
く
っ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
稼
働
後
の
反
響
も
大
き
く
、
事
業

地
以
外
か
ら
設
置
要
望
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま

す
。
普
及
と
い
う
観
点
で
い
え
ば
コ
ス
ト
ダ
ウ

ン
が
不
可
欠
で
、
そ
の
た
め
の
設
備
生
産
の
現

地
化
も
視
野
に
入
れ
て
い
ま
す
。
す
で
に
弊

社
で
は
水
車
製
造
を
ゆ
だ
ね
る
現
地
協
力
企

業
を
選
定
し
て
お
り
、
今
後
の
ビ
ジ
ネ
ス
展
開

に
つい
て
協
議
を
進
め
て
い
く
予
定
で
す
。

農道には街灯を設置した。農作業時間の延長によって収穫量が増えれば収入増にも
結びつく。このほか棚田をめぐるナイトツアーなどが企画される可能性も見込まれている。

中小企業の海外展開支援で地域金融機関と連携強化
JICAは2012年から中小企業海外展開支援事業に取り組んでいますが、地元の企業情報に強い地域金融機関と現地事情を知るJICAの協力で事業の認知・関心をさらに
高めてもらい、海外展開を後押しするため、昨年来41の金融機関と連携の覚書を締結しています。連携の結果、JICA事業の応募や採択につながっただけではなく、事業の
実施中に連携金融機関が「つなぎ資金」を融資した例や、事業活用後、より本格的な海外展開を目指す中小企業に対して、そのための資金を融資した例もあります。

JICAとの覚書を締結した地域金融機関一覧（2018年1月時点）

金融機関

帯広信用金庫（北海道）
青森銀行（青森県）
岩手銀行（岩手県）
七十七銀行（宮城県）
秋田銀行（秋田県)
北都銀行（秋田県）
荘内銀行（山形県）
山形銀行（山形県）
東邦銀行（福島県）
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金融機関

常陽銀行（茨城県）
群馬銀行（群馬県）
東和銀行（群馬県）
千葉銀行（千葉県）
第四銀行（新潟県）
北國銀行（石川県）
山梨中央銀行（山梨県）
八十二銀行（長野県）
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金融機関

岐阜信用金庫（岐阜県）
十六銀行（岐阜県）
磐田信用金庫（静岡県）
静岡銀行（静岡県）
しずおか信用金庫（静岡県）
清水銀行（静岡県）
中京銀行（愛知県）
名古屋銀行（愛知県）

第三銀行（三重県）
滋賀銀行（滋賀県）
京都信用金庫（京都府）
京都中央信用金庫（京都府）
尼崎信用金庫（兵庫県）
南都銀行（奈良県）
鳥取銀行（鳥取県）
阿波銀行（徳島県）
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金融機関
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金融機関

百十四銀行（香川県）
伊予銀行（愛媛県）
愛媛銀行（愛媛県）
四国銀行（高知県）
福岡ひびき信用金庫（福岡県）
大分銀行（大分県）
宮崎銀行（宮崎県）
沖縄振興開発金融公庫（沖縄県）

水機工業株式会社
代表取締役会長  野村幸三
バリ島で行う本事業の統括責任者。
1967年の会社創立時より、河川・ダ
ム用水門設備、橋梁、河川水消融
雪設備などの技術開発を行い、農業
分野やバイオマス関連事業も展開
してきた。

工場長  窪田剛志
2000年3月入社。バリ島の事業で
は、2015年の案件化調査から普及
実証事業までの全過程に携わり、現
地測量調査、水車設計、工場製作、
現地据付までの技術全般を担当
している。

※掲載は都道府県コード順、同都道府県内では五十音順
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